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私たちは、将来を予測することが難しくなって

きているなかでも、みなさんに、自分たちの手で

未来を切り拓いていってほしいと願っています。

このような願いを込めて、みなさんが学校や

地域において学びを深め、様々なことに挑戦する

ことができるよう、学校や文化、スポーツなど、

これから大分県としてしっかりと取り組むことに

ついて、計画（大分県長期教育計画）をつくりま

した。

1.大分県長期教育計画ってなに？

大学の先生や会社を経営している方々などと話

し合いをしたり、県民のみなさんから意見を聞い

たりしながら、計画をつくりました。

また、県内の小学５年生から高校３年生に

向けたwebアンケートや、県内の小学校・

中学校・高校・特別支援学校（計５校）で意見

交換会を開催して、みなさんからの意見も参考に

させてもらいました。くわしいことは、

「5.児童生徒のみなさんからの意見について」を

見てください。

2.計画はどのようにしてつくったの？

９年間も続く長

い計画なんだよ

みんなの意見も計画

をつくる参考にして

いるんだね

わたし しょうらい よそく むずか

じぶん て

みらい き ひら

ねが

おおいたけんちょうききょういくけいかく

ねが

がっこう

ちいき まな ふか さまざま ちょうせん

ぶんか

おおいたけん

がっこう

と く

けいかく おおいたけんちょうききょういくけいかく

ねんかん つづ なが

けいかく

けいかく

けいかく

だいがく せんせい かいしゃ けいえい かたがた はな

あ けんみん いけん き

いけん けいかく

さんこうけんない

けんない

しょうがく ねんせい ねんせいこうこう

む しょうがっこう

ちゅうがっこう こうこう

いけん

とくべつしえんがっこう いけん

かいさい

けい こう

さんこう

み

いけん

じどうせいと

こ

こうかんかい



3.どんなことを目指しているの？

基本理念（計画のなかで目指すこと）

学力や体力に加え、未来を切り拓く意欲やグローバルに

活躍する力などを総合的に育むことで、みなさんが豊かで

幸せな人生を実現し、自らこれからの社会や未来をつくって

いけるようになることを目指しています。

変化の激しい社会を生き抜く力と意欲を育む「教育県大分」の創造

みんなの幸せと、より良い

社会の実現に向けて、計画

的に取組を進めるよ

め ざ

がくりょく たいりょく くわ みらい いよく

かつやく ちから

き ひら

そうごうてき はぐく

みずか

めざ

ゆた

しあわ じんせい じつげん しゃかい みらい

しあわ よ

しゃかい じつげん けいかく

てき とりくみ すす

む

きほんりねん

へんか はげ しゃかい い ぬ ちから いよく はぐく きょういくけんおおいた そうぞう

けいかく めざ

4.どんなことに取り組むの？

基本理念を実現するため、７つの基本目標の

もと、20の取組（施策）を進めることとしてい

ます。また、取組を進める上で、みなさん一人

ひとりに配布したタブレットやAIなどの先端

技術を積極的につかって、リアル（対面による

授業や体験活動）とデジタルを上手に組み合わ

せて学びがより深まるようにしていきます。

『リアル×デジタル』の最適な組合せによる教育効果の最大化

重点視点

デジタルの力で

リアルな学びを

支えるよ

ちから

まな

ささ

と く

きほんりねん じつげん きほんもくひょう

とりくみ せさく すす

とりくみ すす うえ ひとり

はいふ

ぎじゅつ せっきょくてき

じゅうてんしてん

さいてき くみあわ きょういくこうか さいだいか

たいめん

じゅぎょう たいけんかつどう じょうず

ふかまな

く あ

せんたん



基本目標１

学びを保障し、可能性を引き出す学校教育の推進

①確かな学力の育成

➤学習にかかる個別の支援や１人１台端末を活用した家庭学習の

充実 など

②豊かな心の育成

➤道徳教育・人権教育の推進、読書環境の整備、

科学体験活動の充実 など

③健やかな体の育成

➤より良いスポーツ環境の確保・充実、

学校保健・食育の充実 など

④幼児教育の充実

➤幼児教育と小学校教育の円滑な接続、

子育て支援の充実 など

⑤高校教育の充実

➤遠隔配信等次世代型の教育システムの

構築、魅力・特色ある高校づくりの推進 など

⑥特別支援教育の充実

➤障がいの有無にかかわらず、共に学ぶことができる環境整備、

教育的支援 など

高校における遠隔授業

O-Laboにおける

子どもの科学体験活動

学校教育

きほんもくひょう

まな ほしょう かのうせい がっこうきょういく すいしんひ だ がっこうきょういく

たし がくりょく いくせい

がくしゅう こべつ しえん ひとりいちだいたんまつ かつよう かていがくしゅう

じゅうじつ

ゆた こころ いくせい

どうとくきょういく じんけんきょういく すいしん どくしょかんきょう せいび

かがくたいけんかつどう じゅうじつ

すこ からだ いくせい

よ かんきょう かくほ じゅうじつ

がっこうほけん しょくいく

ようじきょういく じゅうじつ

しょうがっこうきょういく えんかつ せつぞく

こそだ しえん じゅうじつ

こうこうきょういく

えんかくはいしんとう じせだいがた

じゅうじつ

ようじきょういく

じゅうじつ

きょういく

こうちく みりょく とくしょく こうこう すいしん

とくべつしえんきょういく じゅうじつ

しょう うむ とも まな かんきょうせいび

きょういくてきしえん

えんかくじゅぎょう

こ

こうこう

かがくたいけんかつどう



⑦イノベーションを担う人材の育成

➤先端技術の活用など教科の枠にとらわれない横断的な学び、

産業界や大学等との連携 など

⑧グローバル人材の育成

➤世界で活躍する人材に触れる機会の充実、

訪日教育旅行団との学校間交流 など

⑨主体的に社会の形成に参画できる人材の育成

➤キャリア教育、起業体験活動の推進、主権者

意識の育成 など

⑩ＤＸの推進によるきめ細かな教育の展開

➤ＡＩドリル等のデータを活用した個別最適な指導 など

⑪いじめ・不登校対策の充実・強化

➤日常的な挨拶や声かけなどを通じた未然防止、不安や困りの早期

認知・早期対応

補充学習教室やＩＣＴを活用した学習を通じた個に応じた支援 など

⑫安全・安心な教育環境の整備

➤デジタル技術を活用した安全教育、ヤングケアラーや貧困など困難

な家庭状況に左右されない学びの保障 など

基本目標2

社会の変化に対応する教育の展開 学校教育

きほんもくひょう

しゃかい へんか たいおう てんかいきょういく がっこうきょういく

アバター操作体験及び

水族館体験学習

基本目標３

安全・安心で質の高い教育環境の確保 学校教育

きほんもくひょう

あんぜん あんしん しつ きょういくかんきょうたか がっこうきょういくかくほ

にな じんざい いくせい

せんたんぎじゅつ かつよう きょうか わく おうだんてき まな

さんぎょうかい だいがくとう れんけい

じんざい いくせい

せかい かつやく じんざい ふ きかい じゅうじつ

ほうにちきょういくりょこうだん がっこうかんこうりゅう

しゅたいてき しゃかい けいせい さんかく いくせいじんざい

きょういく きぎょうたいけんかつどう すいしん しゅけんしゃ

いしき いくせい

すいしん こま きょういく てんかい

とう かつよう こべつさいてき しどう

ふとうこうたいさく じゅうじつ きょうか

にちじょうてき あいさつ こえ つう みぜんぼうし ふあん こま そうき

にんち そうきたいおう

ほじゅうがくしゅうきょうしつ かつよう がくしゅう つう こ おう しえん

あんぜん あんしん きょういくかんきょう せいび

ぎじゅつ かつよう あんぜんきょういく ひんこん こんなん

かていじょうきょう さゆう まな ほしょう

すいぞくかんたいけんがくしゅう

そうさたいけんおよ



⑬信頼と対話に基づく学校運営の実現

➤学校・地域の目標の達成や課題の解決に向けた学校・家庭・地域の

協働 など

⑭教育指導体制の充実・強化

➤優れた教員の確保、先端技術を活用した業務効率化、学校部活動の

地域移行 など

⑮生涯学び、活躍できる環境の整備

➤ライフステージに応じた学びなど多様な県民ニーズに対応した学習

機会の提供、デジタル技術を活用した個人の学習履歴の可視化など

⑯地域コミュニティの基盤を支える社会教育の推進

➤子どもの学びの支援への地域人材の参画・協働の促進、

家庭教育を支援するための職場環境づくりに取り組む

企業等への啓発 など

放課後・休日の子ども体験活動

（陶芸教室）

基本目標4

信頼と対話に基づく学校運営の実現 学校教育

きほんもくひょう

しんらい たいわ もと がっこううんえい がっこうきょういくじつげん

基本目標5

共に学び支え合う社会の実現に向けた教育の推進 社会教育

きほんもくひょう

とも あ しゃかい じつげん しゃかいきょういく
すいしんきょういくむささまな

しんらい たいわ もと がっこううんえい じつげん

がっこう ちいき もくひょう たっせい かだい かいけつ む がっこう かてい ちいき

きょうどう

きょういくしどうたいせい じゅうじつ きょうか

すぐ きょういん かくほ せんたんぎじゅつ かつよう ぎょうむこうりつか がっこうぶかつどう

ちいきいこう

しょうがいまな かんきょうかつやく

おう

せいび

たようまな けんみん たいおう

きかい

がくしゅう

ぎじゅつていきょう がくしゅうりれきこじんかつよう かしか

ちいき きばん ささ しゃかいきょういく すいしん

こ まな しえん ちいきじんざい さんかく きょうどう そくしん

かていきょういく しえん しょくばかんきょう と く

きぎょうとう けいはつ

ほうかご きゅうじつ こ たいけんかつどう

とうげいきょうしつ



⑰文化財・伝統文化の保存・継承と魅力発信

➤文化財・伝統文化の保存に向けた、デジタル技術やネットワーク

技術の活用

保存技術講習やデジタル映像化等を通じた後継者の育成 など

⑱生涯にわたってスポーツに親しむ機会の充実

➤多世代の県民が参加できるスポーツイベントの充実、地域スポーツ

クラブの活用によるスポーツ環境の確保・充実 など

⑲県民スポーツを支える環境づくりの推進

➤専門性のある質の高いスポーツ指導者の

養成・確保 など

⑳世界に羽ばたく選手の育成

➤優れた資質を有するジュニア選手の発掘に向けた

競技体験機会の充実、動作分析や選手のコンディション情報の

把握など、強化活動におけるＩＣＴ活用の推進 など

競泳（平泳ぎ）渡辺一平選手
（TOYOTA）

@picsport_japan

基本目標6

文化財・伝統文化の保存・継承と魅力発信

きほんもくひょう

ぶんかざい ほぞん けいしょう みりょくはっしんでんとうぶんか 文化財・伝統文化
ぶんかざい でんとうぶんか

地域学習における伝統文化の継承

基本目標７

ライフステージに応じた県民スポーツの推進

きほんもくひょう

おう けんみん すいしん スポーツ

ちいきがくしゅう でんとうぶんか けいしょう

きょうえい ひらおよ わたなべいっぺいせんしゅ

ぶんかざい でんとうぶんか ほぞん けいしょう みりょくはっしん

む ぎじゅつ

かつよう

ぶんかざい でんとうぶんか ほぞん

えいぞうかとうほぞんぎじゅつこうしゅう つう こうけいしゃ

しょうがい

ぎじゅつ

いくせい

した きかい じゅうじつ

たせだい けんみん さんか じゅうじつ ちいき

かつよう かんきょう かくほ じゅうじつ

けんみん ささ かんきょう すいしん

せんもんせい しつ たか しどうしゃ

ようせい かくほ

いくせいせかい は せんしゅ

すぐ ししつ ゆう せんしゅ はっくつ む

きょうぎたいけんきかい じゅうじつ どうさぶんせき せんしゅ じょうほう

はあく きょうかかつどう すいしんかつよう



5.児童生徒のみなさんからの意見について

①子どもへのアンケート

県内の小学５年生から高校３年生までを対象にタブ

レットを使ったwebアンケートをしました。

アンケートでは、学校に望むことや先生やまわりの

大人にしてほしいこと、学校をより良くするためのア

イデアについて答えてもらいました。

アンケートの主な結果は次のとおりです。

約58,000件の回答が

あったよ。みんな

協力ありがとう！

（１）学校に望むこと、先生やまわりの大人にしてほしいこと(多かった回答５つ)

もっとわかる授業や自分の力に合った

授業がおこなわれること（21％）

（２）学校をより良くするためのアイデア（自由記述）

本調査は、ユーザーローカルＡＩテキストマイニングにより分析

じどうせいと いけん

こ

けんない しょうがく ねんせい ねんせいこうこう たいしょう

つか

がっこう のぞ せんせい

おとな がっこう よ

こた

おも つぎけっか

やく けん かいとう

きょうりょく

がっこう のぞ せんせい おとな

じゆうきじゅつよがっこう

※たくさん使われた言葉をテキストマイニングで“見える化”
つか み か

じゅぎょう

ことば

じゅぎょう じぶん ちから あ

楽しく運動ができる授業などが
おこなわれること（20％）

じゅぎょうたの うんどう

進学や仕事について見たり、聞い

たり、体験できること（10％）

みしんがく しごと き

たいけん

タブレットやパソコンを使った

授業がおこなわれること（9％）

つか

じゅぎょう

命を大切にし、他人を思いやる

ことの大切さを学ぶ授業や活動

がおこなわれること（8％）

おもいのち たいせつ たにん

かつどうじゅぎょうまなたいせつ

おお かいとう

ほんちょうさ ぶんせき



○タブレットを家に持ち帰って、勉強用アプリを使って勉強したい。

○読みたい本があまり図書室にないので、もっと種類がたくさんある

と良い。

○熱中症の人を減らすために体育館にエアコン、扇風機などを入れて

ほしい。

○障がいのある人ない人関係なく一緒に授業を受けられる環境がほしい。

○ＡＬＴとの交流や英語を母語としている国や地域の方と交流する場を

設けてほしい。

○いじめなどに関する授業を増やして、いじめは絶対にしてはいけない

ということを強く伝えてほしい。

○タブレットを使って担任に気軽に相談できるアプリを作ってほしい。

○部活動と地域との連携・協力をもっとしてほしい。

○学校だけではなく、地域とも交流を深める活動をしていけば、もっと

地域の人と分かり合えると思う。

○教室だけで学ぶのではなく、地域の文化に触れ合う体験型の活動が

あれば良い。

（３）学校をより良くするためのアイデア ※みなさんから寄せられた内容の一部

がっこう
ないよう

よ
いちぶよ

学校・地域・文化・スポーツの

ことなど、たくさんのアイデア

があるね

がっこう ちいき ぶんか

いえ も かえ べんきょうよう つか べんきょう

よ ほん としょしつ しゅるい

よ

ねっちゅうしょう ひと へ たいいくかん せんぷうき い

しょう ひと ひとかんけい いっしょ じゅぎょう う かんきょう

こうりゅう えいご ぼご くに ちいき かた こうりゅう ば

もう

かん じゅぎょう ふ ぜったい

つよ つた

つか たんにん きがる そうだん つく

ぶかつどう ちいき れんけい きょうりょく

がっこう ちいき こうりゅう ふか かつどう

ひとちいき わ あ おも

きょうしつ まな ちいき ぶんか ふ あ たいけんがた かつどう

よ

その他の内容はこちらから
ないようた



②意見交換会

県内の小学校・中学校・高校・特別支援学校（計５

校）において、意見交換会を実施しました。

意見交換では、あなたが思う良い学校や、良い学校にす

るためにどんなことが必要かを話し合ってもらいました。

日頃考えていること

や学校への思いなど、

色々な話を聞けたよ

（１）意見交換の様子

いけんこうかんかい

けんない しょうがっこう ちゅうがっこう こうこう とくべつしえんがっこう けい

こう いけんこうかんかい じっし

いけんこうかん よおも がっこう

はな あ

つぎ

よ がっこう

ひつよう

いけんこうかんかい いけんおもようす

ひごろかんが

がっこう おも

いろいろ はなし き

いけんこうかん ようす

意見交換会の様子や主な意見は次のとおりです。



（２）対話での主な意見

みなさんからのご意見も踏まえ、

取組の充実を図っていきます。

ご協力ありがとうございました。

計画の主役であるみなさんから

の意見には、たくさんの気づき

があったよ

けいかく しゅやく

いけん き

その他の内容はこちらから
ないようた

たいわ おも いけん

いけん ふ

とりくみ じゅうじつ はか

きょうりょく

タブレットを全く使っていない教科があるので、毎時間授業で使ってほ

しい。スクリーンに画面を映し出すなど、教え方も工夫してほしい。

良い学校は、「将来の夢に向けてステップが踏める学校」だと思う。

学校での経験が将来役立つような授業や活動をしてほしい。

「個性を尊重して互いを認め合える学校」が良い学校。そのために、

人間関係プログラムの機会を増やせば互いを知ることができる。

地域住民と一緒にごみ拾いをするなど、交流の機会を増やしてほしい。

地域がきれいになるし、地域のことや人を知ることができる。

学校の一番の課題はいじめ。いじめられて学校に行きづらい人の夢や

目標を支えてあげることも重要。オンライン授業でサポートしてほしい。

税金のことなど、社会で生きていく上で役立つことを学校でも学びたい。

まった つか きょうか まいじかんじゅぎょう つか

がめん うつ だ おし かた くふう

よ がっこう しょうらい ゆめ む ふ がっこう おも

がっこう けいけん しょうらいやくだ じゅぎょう かつどう

ぜいきん しゃかい い うえ やくだ がっこう まな

こせい そんちょう たが みと あ がっこう よ

にんげんかんけい きかい ふ たが し

がっこう いちばん かだい がっこう い ひと ゆめ

もくひょう ささ じゅうよう じゅぎょう

ちいきじゅうみん いっしょ ひろ こうりゅう きかい ふ

ちいき ちいき ひと し

がっこう


